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0.協議会の形成 

0.1 協議会の形成 

0.1.1 活動実績 
地域 ICT クラブ運営協議会の形成にあたっては、本事業の目的を達成するために地方公共団体をはじめとして、企
業、NPO、大学、任意団体、メディアなどの多様な組織に働きかけを行った。今までの人のつながりと、人から人への紹
介によるつながりで話をしてまわった。中には時間的なことや団体の考え方によってマッチングしないこともあった。 
 
＜プロセス＞ 
きっかっけは、代表団体である教育ネットのプロジェクトリーダーである三枝が、代表である大笹へ送った本事業の募集案
内のメールである。そのメールの募集要項をみて実証事業の目的に意義と必要性を感じて動き始めたのが始まりである。 

 
人のつながりを図式で表したもの左記であ
る。 
働きかけの期間は約 3～４週間。申請ぎり
ぎりまで団体からの回答を待った。 
協議会を形成する上でのポイントは下記と思
われる。 
・最初から多様な団体にバランスよく声をかけ
てみる 
・その団体自体は参加できなくても、話した方
からの紹介でつながりができることもある 
・地域のつながりと多様に持っている人や団
体をキーにする 
 
 

今回のキーとなる構成員の団体は、神奈川県教育委員会、NPO 法人横浜コミュニティデザインラボとみんなの食場であ
った。会場と既存のコミュニティが存在したことが大きい。また、高校生メンターを育成する上では神奈川県教育委員会が
構成員であったことも大きい。 
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表 1．協議会構成員一覧 
 
協議会等の組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表団体：株式会社教育ネット 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・業務全体の企画調整、総括、進捗管理 
 ・活動計画・講座内容の企画（全体） 
・メンター、教材の確保 等 

 
かながわ 
ICTクラブ 
運営協議会 

神奈川県教育委員会 教育局総務室 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・県営施設の会場の確保 
 ・県立高等学校の高校生への周知、案内 等 

南足柄市教育委員会 教育研究所 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・市営施設の会場の確保 
 ・小中学生への周知、案内 等 

東京都市大学 地域連携センター（中心会場、都筑区） 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・会場の提供 
 ・大学生（工学系、プログラミング系）への周知、案内 等 

横浜美術大学 地域連携センター 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・会場の提供 
 ・大学生（アート系、映像系）への周知、案内 等 

NPO法人横浜コミュニティデザインラボ（中心会場、中区） 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・会場の提供 
 ・ヨコハマ経済新聞などのメディアによる広報 
・講座の運用、参加者アンケートの実施 
・継続実施のための支援体制の検証 等 

NPO法人テレワークセンター横浜 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・講座当日の記録、写真撮影、取材 
 ・メンター、サポーターの募集、育成 等 

ファブラボ関内 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・３Dプリンタなどの機材提供 
 ・メンター、サポーターの募集、育成（委託業務） 等 

みんなの食場（株式会社 Underline）（中心会場、神奈川区） 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・会場の提供 
・小中学生、PTAへの周知、案内 
・講座の運用、参加者アンケートの実施 等 
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＊金融機関の協力について 

 代表団体である教育ネットは地元の横浜銀行、横浜信用金庫、城南信用金庫と以前から付き合い

がある。地方公共団体との契約によるつなぎ融資などの実績もある。 

 

U-18こどもオープンデータ 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・小中学生への周知、案内 
 ・サポーターの募集、育成（小中学生が小中学生へ教える） 

Global Businessデジタルシニアー連絡会 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・シニアへの周知、案内 
・メンター、サポーターの募集、育成 等 

 

放課後デイサービス オレンジスクール（株式会社 CAI） 
【担当する業務の範囲・内容】 
・会場の提供 

 ・発達障害をもつ子どもや保護者への周知、案内 等 
 

有限会社かかし座 
【担当する業務の範囲・内容】 
・会場の提供 

 ・サポーターの募集 等 
 

中川駅前郵便局 
【担当する業務の範囲・内容】 
・会場（ミニ体験会）の提供 

 ・来訪者への周知、案内 等 
 

株式会社タウンニュース社 
【担当する業務の範囲・内容】 
 ・実証地域内外での活動状況の周知・広報 
・小中学生、保護者、メンター、サポーターの募集 等 

 

（社内調整中、CSR活動として検討中） 
イッツコミュニケーションズ株式会社 
【担当する業務の範囲・内容】 
・会場の提供 
・実証地域内外での活動状況の周知・広報 
・通信環境の提供（各地域のモバイルルーター） 等 

 



7 
 

0.1.2 活動を通じて得られたノウハウ 
＜構成団体の選定に係る考え方＞ 
多様な団体をバランスよく構成することと、全体として役割が不足しないように選定をした。 
特に、役割として重要なのは下記である。 

・会場の提供が可能か 
・既存のコミュニティをもっているか（メンター、サポーターへの周知、案内） 
・広報的な活動が可能か（参加する小中学生への周知、案内） 

 
企画書作成前段階で協議会に参画していただける組織を多く得ることができたが、今年度の事業では直接かかわってい
ただくことができなかった構成員もあったため、次年度以降、このようにご協賛いただけた構成員がまんべんなくご活躍でき
る仕組みを作る必要がある。 
 
0.1.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
協議会に参画いただいている構成員がまんべんなくご活躍いただけるためには、地域 ICT クラブの増設が必須となる。そ
の増設には教育委員会、地域の場所のコミュニティを既存で運営している組織、そして、運営を展開できるパッケージが
必須条件であり、次年度は注力する。 
 
 

1.地域 ICT クラブの企画・構築支援 

1.0 地域 ICT クラブの全体コンセプト 

かながわ ICT クラブのコンセプトは、多様な個性をもった児童生徒たちが、のびのびとプログラミングに触れながら、21 世
紀型スキル、情報活用能力、プログラミング的思考力を伸ばせる環境を作り、それを他地区へ横展開できるしくみをつく
ることである。さらに児童生徒たちだけでなく、保護者やサポーターおよび、メンターにとして参画するメンバーにとっても、とも
に学ぶことができる環境の構築を行い、その地域の発展に貢献できる人材や組織を育成する活動にも注力する。それに
よって社会が変化し続けても、この組織および組織同士で PDCA を回すことで変化に対応し続けられる強い組織作りを
目指した。 
 
以上のコンセプトを踏まえて特に重視したのが以下の 3 つである。 
① 多様な講座バリエーション 
② スキルバッチ制度の導入 
③ 高校生メンターの活躍 

 
＜上記の詳細説明＞ 

① 多様な講座バリエーション 
参加する子どもの年齢幅が広いこと、発育発達や障害の特性に応じて対応できるように多様な 20 講座をカリキ
ュラムとして用意した。アンプラグドと情報リテラシー教育をベース（必須）に、Scratch のような画面上だけで動
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くものだけでなく、ロボット系や３D プリンターなどのものづくり、音楽や映像系など子どもたちの興味関心に対応で
きるバリエーションを用意した。 
各カリキュラムにはプログラミング的思考の習熟表、21 世紀型スキル対照表、情報活用能力表の 3 つの対応
表をつくり、発達段階や個々のスキルに応じて意識しながらカリキュラムを進めていくことができるようにした。 
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② スキルバッチ制度の導入 
スキルバッチ制度とはメンターと受講生双方のスキルを認定するものである。 
メンターは数多くの講座をすべてのスキルを一人が網羅できるようになることは難しい。個々のメンターごとに得意
不得意があり、数名でクラブを運営する形が望ましい。少しずつスキルアップできるように講座ごとにメンタースキル
がついたらその講座のバッチが増えていく制度を構築する。今後クラブがいろいろなところにできた際、その場所で
登録しているメンターでは対応できない講座があっても、その地域の生徒がそのカリキュラムを受講できないことが
ないよう、スキルバッチ認定講師を双方派遣する形で実施できるようにする。 
受講生に関しても、何がどれだけできるかをスキルバッチで証明できるようにする。例えば Scratch ができると一言
で言っても、できるレベルが幅広い。その詳細スキルがわかるようになることで、当クラブメンターがやり易くなるだけで
なく、学校やほかのプログラミング組織でも、スキルを認識できることで、講座や教材、メンターのミスマッチを防ぐこと
ができるようになる。2018 年度は企画を検証する期間で 2019 年度に下記のアプリを開発予定である。 
 

子どもたちのスキルや経験を表現できる︕ 
メンターのスキルや経験を表現できる︕ 

    ⇒運営側×受講生×メンターの「ミスマッチ」を防ぐ 
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③ 高校生メンターの活躍 
高校生メンターの活躍は、地域クラブの継続性確保のためには必須条件だと考えている。 
下図にあるように高校生のメンター巡廻システムを構築でき地域としての活動永続性が見込まれる。また高校内 
において後輩が役目を引き継ぐといったことも期待できメンターの募集に困窮することもなくなる。 
このような活動に参加する高校生には高い専門スキルを持っていることが少なくない。 
さらに他の学校からの参加者と交流することでよりお互いが刺激をもらえることができ、キャリア教育といった点から 
も効果的だと考えている。 
以前神奈川県のプログラミング推進校で、高校生が小学生にプログラミングを教えるという活動の結果、小学生 
は高校生だと話がしやすいという意見があった。学校、高校生、受講生、地域、クラブすべてにおいてプラスの要 
因となる。これには県の教育委員会が運営協議会に所属していることが重要である。 
 

 
 

 
以上の 3 点を中心に、教材、メンター募集育成、受講生募集育成、広報、当日の運営などのノウハウ、スキルバッチ制
度等をパッケージ化、し横展開することが重要となる。 

 
 

 
 

1.1 実証地域での地域 ICT クラブの組織化支援 

1.1.1 活動実績 
かながわ ICT クラブの立ち上げでは、神奈川県教育委員会、南足柄市教育委員会、さくら WORKS、みんなの食場と
事務局の株式会社教育ネットの 5 組織の役割が非常に大きかった。協議会構成員でもある各 5 組織が地域 ICT ク
ラブの組織化に協力していただき、メンターや受講者の募集を積極的に行っていただいた。 
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 （5 組織のの活動） 
神奈川県教育委員会・・学校から高校生メンターを募集、県教委としての記者発表、高校生を扱うノウハウ 
南足柄市教育委員会・・おなじ神奈川県でも環境の異なるエリアでの実証として学校から生徒募集 
さくら WORKS・・エンジニアのあつまり メンター募集、生徒募集（ファブラボに通ってる子） 
みんなの食場・・こども食堂で親子の集まり 生徒募集 
株式会社教育ネット・・情報モラル、プログラミングの研修講師として多くの親世代が在籍 

 
 
表 1. 地域 ICT クラブ設置実績 
 
設置総数（ヶ所） 3 

 
# 地域 ICT クラブ名 設置地域 
1 かながわ ICT クラブ さくら WORKS 横浜市中区 
2 かながわ ICT クラブ みんなの食場 横浜市神奈川区 
3 かながわ ICT クラブ 南足柄 南足柄市 
4   
5   

 
表 2. 地域 ICT クラブの各構成員確保実績数と主な属性・役割 
構成員種別 人数（名） 主な属性 主な役割 

計画値 実績値 
参加児童等 児童生徒等 10 23 小学生、中学生 ー 

上記以外 0 ０  ー 
メンター 10 34 社会人、高校生 講座当日の講師 
サポーター 10 6 社会人、保護者 運営管理の助言、講座当日の事

務局支援・メンターサポート 
 
 
1.1.2 活動を通じて得られたノウハウ 
ICT クラブの設立には教育委員会発信の案内は、メンター、受講生ともに安心して参加できることができる非常に重要
な要素である。教育委員会発信で県内の公立私立の高校に、メンターをやってみないかという案内が流れたことで、実
際の高校生メンターの多くは、担任や部活の先生から紹介されてきたというケースが多かった。南足柄市においては、学
校で児童にチラシを配っていただいたため、定員 20 名ほどに対し 100 名以上の応募があった。学校からの紹介という点
は非常に大きいと感じた。 
メンターで言えば、ファブリケーション施設に集まるメンバーには専門性が高く活動的なメンバーが少なくないため、メンター
に挑戦していただける方も多い。さらに技術的にも高い専門性を持っているためメンター育成がスムースに行われたことも
重要である。受講生については今回こども食堂の存在もとても大きかった。様々な方が利用される場所のため、多くの利



13 
 

用者にお声かけ頂き、またチラシの存在を目にしていただくことができ、情報が拡散されたため、短期での受講生募集が
可能となった。 
 
＜メンター募集のキーポイント＞ 
・さくら WORKS︓ファブリケーション施設に集まる、技術系スキルを持っている、好奇心旺盛なメンバーへのメンター勧誘 
・神奈川県教育委員会︓県内の公立私立に高校生メンターの案内、記者発表を実施。 
・株式会社教育ネット︓全国で情報モラル、プログラミングの研修を行っている認定パートスタッフの参画や紹介 
 
＜受講生募集のキーポイント＞ 
・みんなの食場︓こども食堂としていろいろな学校や児童施設に接点があり紹介をしていただいた。 
・南足柄市教育委委員会︓学校で案内を配っていただけたことで 100 名以上の応募があった。 
・タウンニュース︓https://www.townnews.co.jp/0117/2018/08/09/443837.html 
・株式会社教育ネット︓在籍している多くの認定パートスタッフによる保護者のコミュニティ 
 
今回サポーターの参加が少なかった要因は協議会立ち上げ初年度ということもあり、本来のサポーターが協議会構成員
と同じになりサポーターにカウントしなかったことが挙げられる。さくら WORKS やみんなの食場のような、場所とコミュニティ
がある組織とコラボレーションし、お互いのメリットとなるような活動を展開する上で、場所とコミュニティをご提供していただ
ける組織の方々はサポーターとして入っていただくだけで展開できる仕組みにすることが重要である。 
 
 
1.1.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
継続的に活動することで重要なことは、前述のキーポイントである、教育委員会の協力を今後も継続できるか、ファブケ
ーション施設やこども食堂のような場所が継続的に協力していただけるかという点が重要になる。 
継続運営での共通課題となるが、メンターの謝礼、交通費、受講生の受講費、講座実施会場の会場費、利用費用な
ど、一部受益者負担とした場合、教育委員会からの案内を積極的に実施できるかという課題がある。 
また地域 ICT クラブの会場のキャパシティの問題がある。今回のように多くのメンターが参画してくれたが、研修自体は
11 回ということで活躍の場が少なかった。 
多くのメンターを育成し、多くの地域 ICT クラブを並行で運営することが今後の継続的発展につながると考える。 
多くの地域 ICT クラブを創設することは地域ごとの特徴を捉え、そこにあった運営をしてゆく必要があるが、それには新規
に場やコミュニティを構築するのではなく、既存にあるコミュニティ、たとえば児童館やこども食堂、シェアオフィス、生涯学習
センター、公民館、体育館などを活用し、パッケージ化された ICT クラブ運営システムを導入して、簡単に実施できるよう
なしくみを作ることが重要になってくる。 
かながわ ICT クラブの方向性として、冒頭のコンセプトに述べている、「多様な個性をもった児童生徒たちが、のびのびと
プログラミングに触れながら、21 世紀型スキル、情報活用能力、プログラミング的思考力を伸ばせる環境を作る」という観
点において、授業や学校の中では一斉学習や時数の制限から実施しづらい部分を補完できる組織として、教育委員会
および地域の学校とのコラボレーションが図れることが重要になってくると考える。 
 
＜課題まとめ＞ 

https://www.townnews.co.jp/0117/2018/08/09/443837.html
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・教育委員会の継続協力 
・ファブ施設、こども食堂のような既存の場所やコミュニティとのコラボレーション 
・多展開のためのクラブ運営パッケージの構築 
 

 
 
 

 

1.2 活動計画・講座等の内容の企画 

1.2.1 活動実績 
1.2.1.1 活動計画の企画 
活動計画の企画については、採択後に以下の順番で選定を進めた 
① 高校生メンターがメンター研修を受けられる期間 
② 講習会場のスケジュール確認 
③ メンター、受講者の募集から応募完了までの想定期間 
④ TODO リスト 
⑤ メンター育成スケジュール 
⑥ テキスト作成スケジュール 
⑦ 物販準備スケジュール 
⑧ ほか 
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1.2.1.2 講座内容の企画 
 
かながわ ICT クラブでは多様なバリエーションをもった講座を用意した背景に、多様な個性に対応できることや、様々な
技術や新しいものに触れることができることで、豊かな発想やモチベーション向上しながら、21 世紀型スキル、情報活用
能力、プログラミング的思考の 3 要素のスキルを向上できることをコンセプトに開発した。そのベースにはアンプラグド教材
を置き、プログラミングとはという概念を学ぶ時、機材系のプログラミングをして思考が複雑になった時、基本に立ち戻るとき
のツール、さらには、導入段階のコミュニケーションツールとしてや、凝り固まった体をほぐすためのツールとして用いた。参加
される保護者やサポーター、メンターにとっても、様々なことを学びや体験ができるという点はメリットである。 
メンター育成講座には、情報モラル、メディアリテラシーの講座のほかに、学校教育におけるファシリテーション研修も実施
した。受講生には通常の情報モラル講座は面白くないため、アンプラグド教材の情報モラルかるたを使って学びあいを行っ
た。3D プリンターや Drone の講座を実施する際には法律やモラルも交えて学習できるように工夫した。 
学習内容の設定には、さくら WORKS とみんなの食場は 5 回コースとなっており、受講者には事前アンケートを取ってプ
ログラミングスキルを想定し初級コース上級コースといった難易度や機材を変えた構成をとった。一日に 3 つ以上の種類
を使うよう構成し、終了前には全員が本日の活動発表をするようにした。 
＜発表の様子＞ 

1W 2W 3W 4W 5w 1w 2w 3w 4w 5W 1w 2w 3w 4w 5W 1w 2w 3w 4w 5W 1w 2w 3w 4w 5W 1w 2w 3w 4w 5W

①② ③④ ⑤⑥
⑦⑧

⑨⑩
⑪⑫
①②
③④

⑤⑥
⑦⑧

9日 14日 28H 10日 9日

16日 30日 21日 10日 2日

経費報告

中間報告作成

成果発表 発表会やコンテスト

アンケート実施

アンケート集計

講座開催（南足柄）

地域メディアへの公開

講座開催（さくらWORKS）

講座開催（みんなの食場）

本講座 講座カリキュラム作成

講座テキスト作成

メンター育成講座開催（一般）

サポーター対応 サポーター説明会

メンター育成講師打ち合わせ

メンター育成講座開催（高校生）

メンター育成 メンター育成カリキュラム作成

メンター育成テキスト作成

募集 メンター募集

サポーター募集

受講生募集

ICTクラブ 段取り打ち合わせ

日程調整

10月 11月 12月実施事項（大項目） 実施事項（中項目） 7月 8月 9月
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地域 ICT クラブという特性（いつまでにこの単元を終わらせないといけない、いつまでにこれがわからないといけない、という
ことがない）を活かし、その時間内に理解できなかた、完成できなかった場合でも、無理やりメンターがサポートして完了さ
せるのではなく、次回以降で自らの力で出来るようになったという感覚をつかんでもらうという方針で実施した。 
南足柄市の場合、1 回だけの開催に多くの受講者が来るため、できるだけ異なるバリエーションともっとやりたいという興味
を持ってもらうためのアイテム要素を入れた。 
 
 
 
さくら WORKS およびみんなの食場の講座カリキュラム 

 

(共通コース）
生活の中のプログラミング

情報モラルかるた

（初級コース）
ScratchJrで初めてのプログラ

ミング

（上級コース）
Scratchでダンスダンスダンス

（共通コース）
体を使ったプログラミング

プログラミングカーでレース

（初級コース）
じゃんけんゲームと水族館
プログラミングゲーム作成

(ScratchJr)

（上級コース）
3Dプリンターでコップを作ろう

プログラミングゲーム作成
(Scratch)

(共通コース）
情報モラルすごろく

ロボットでかかしをはこぶ

（初級コース）
プログラミングゲーム作成

(Scratch)

（上級コース）
プログラミングゲーム作成

(Scratch)

横浜ガジェット祭り
（発表会）

(共通コース）
ドローンプロプログラミング

振り返りと発表

（初級コース）
「アリロでGO!」ロボットパネルプログ

ラミング
スクラッチを使った「ゲームづくり」

（上級コース）
「信号機プログラム」アーテックロボ
「扇風機プログラミング」Microbit

3 4 51 2



17 
 

 
南足柄市講座カリキュラム 

 

 
 
1.2.2 活動を通じて得られたノウハウ 
講座のなかで効果的だったのはアンプラグド教材を使うこととそれを入れるタイミングが重要だった。 
コミュニケーションワークとしてジェスチャーゲーム、プログラミングの基礎を感覚で身に着けるという場面での利用だけでなく、
お昼休憩後のタイミングや、低学年の子がビジュアルプログラミングを続けたあとでアンプラグド教材を取り入れることでモチ
ベーションや集中力の継続につながった。当初のカリキュラムにはなかったが、毎講座後の反省会の中でメンターやサポータ
ーから意見が出て、アンプラグド教材の有効活用を確認できた。 
 
昼休みにトランプを持ってきた高校生メンターがいたが、コミュニケーションをよくするツールとして有効だった。昼休みの 1 時
間は受講生にとっては長く、休憩時間を楽しく過ごせるツールも仕込んでおく必要を感じた。iPad やパソコンを使いたいと
いう受講生がいただが、休み時間まで画面を見続けることの身体の影響も考え、なるべく使用しないで楽しめるよう誘導
した。 
 
物が動く教材（プログラミングカーやレゴブーストのようなロボット、ドローンなど）はレベルに関係なく全員が積極的に活動
をした。その中でも、競争要素をいれたものは特に興奮しながら活動した。チームワークが大事だという説明で、それまでの
活動では協力して活動していた子も、競争となると自分の意見を押し通そうとしたり、気の弱い子は何も活動できなかっ
たりと、男子と女子で対立してしまう様子も見られ、ファシリテーションスキルが必要な場面も出た。教育の機会でもあり、
メンターが困惑してしまう事象でもあり、このような場合のノウハウをパッケージすることが重要である。 
 
発表やコミュニケーションがとても苦手だと聞かされていた受講生が、プログラミングでは積極的に他の受講生とコミュニケー
ションをとりながら、自分のイメージ通りの作品作りを進めた。そして発表の際には一番に手を挙げて発表した。保護者に
その様子をビデオに撮って見ていただき、非常に喜んでいただいた。学校や他の活動では消極的な子も、自分の好きな

（共通コース）
生活の中のプログラミング

ドローンプログラミング

（初級コース）
「アリロでGO!」ロボットパネルプ

ログラミング
プログラミングゲーム作成

(ScratchJr)

（上級コース）
プログラミングカーでレース
Scratchでゲーム作成

(Scratch)
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分野で、自由度の高い活動であるとこのような事例が少なくない。保護者に対してのこのようなフィードバックが今後の生
活において変化をもたらす可能性も無視できない。 
 
当初カリキュラムは低学年、高学年でレベル分けして実施したが、途中から受講者からの声で、学年を超えて実施する
試みを実施した。より複雑な論理的思考や習っていない漢字や変数、英語、角度を含めて果敢に挑戦し感覚として身
に着け実践していた。 
このような経験からプログラミング教育には学年という概念をあまり持たず、無学年学習という位置づけで実践すべきであ
ると考える。それを実践する上で重要なのがスキルバッチ制度で受講者の細かなスキルを表現することである。 
 
自分が活動したことや作品を発表をしてもらうとや、イベントで大勢の人に見てもらう機会を持つことは、目標を明確にし
て緊張感を持てるだけでなく、評価というフィードバックをもらうことで次も頑張ろうという意欲につながることがよく分かった。 
 
午後の 2 時間目になると低学年は体力的にも集中力がきれてしまう。午後の低学年むけの講座内容やレクリエーシ 

ョンを取り入れるなど工夫する必要がある 
情報モラル系の教材は低学年には少し難しいため、低学年グループはメンターがきっちりファシリテーションする必要があ 
  る 
3D デザインは実際に 3D プリンター出力の時間を確保することでよりイメージを持てるのが、時間がかかるのでプリンタ 

ー本体を 3 台程度は必要である。 
 
1.2.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
講座内容の構成には非常に工数がかかった。実践から得るノウハウが非常に大きい部分で、経験がないとプログラミング
活動をしただけになってしまう。そこに主体的で深い学びを取り入れることが重要であり、それぞれの教材カリキュラム以上
に構成が重要である。地域 ICT クラブを多展開することを考えると、このノウハウをパッケージ化するとともに、協議会側で
各クラブの実践を吸い上げ、バージョンアップをし続ける仕組みが必要である。 
また上記に挙げたノウハウについて、パッケージ化することで、場とコミュニティはあるがノウハウがないという組織に、地域
ICT クラブの設立を促すことが可能になる。 
 
 

2. 地域 ICT クラブの活動に必要なリソースの確保 

2.1 メンターの確保（募集・育成・派遣） 

2.1.1 活動実績 
2.1.1.1 メンターの募集 
メンターの募集は、以下のように社会人メンター、高校生メンターの双方を中心に募集をかけた。 
 
＜募集方法＞ 
⑨ かながわ ICT クラブのホームページを立ち上げ発信（https://kanagawaict.edu-net.co.jp/） 

https://kanagawaict.edu-net.co.jp/
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⑩ かながわ ICT クラブの FACEBOOK を立ち上げ発信（開設翌日に 104 いいねを取得）
（https://www.facebook.com/kanagawa.ict.club/） 

⑪ 協議会参加団体からのチラシ配布 
⑫ 協議会参加団体のホームページや SNS での発信 
⑬ 協議会参加団体のスタッフや利用者からの口コミ 
⑭ タウンニュース等のメディア（掲載翌日に 2 名申し込み） 
⑮ 神奈川県教育委員会から県内の学校に案内配布（案内 10 日以内に 13 名申し込み） 
⑯ 神奈川県教育委員会での記者発表 
⑰ 神奈川県の広報誌に掲載 

 
＜結果＞ 

高校生メンター 16 名 
社会人メンター16 名（社会人メンター応募多数のため 8 月 17 日で打ち切り 12 名キャンセル待ち） 
 

＜参加条件＞ 
報酬あり 
規程のメンター研修を修了し 1 回以上講座を実施していただけること 
経験要件なし 

            
＜スケジュール＞ 
   7 月 10 日 神奈川県教育委員会 記事発表 
   7 月 11 日 ホームページ稼働 
   7 月 22 日 各県立高校へ案内 
   8 月 2 日  タウンニュースに掲載 
        
＜メディア＞ 
公式ホームページ https://kanagawaict.edu-net.co.jp/ 
公式 FACEBOOK https://www.facebook.com/kanagawa.ict.club/ 
構成員 さくら WORKS http://sakuraworks.org/event_report/5737/ 
タウンニュース   https://www.townnews.co.jp/0108/2018/08/02/442655.html 
横浜 localgood http://yokohama.localgood.jp/event/16276/ 
 
＜志望動機＞ 

https://www.facebook.com/kanagawa.ict.club/
https://kanagawaict.edu-net.co.jp/
https://www.facebook.com/kanagawa.ict.club/
http://sakuraworks.org/event_report/5737/
https://www.townnews.co.jp/0108/2018/08/02/442655.html
http://yokohama.localgood.jp/event/16276/
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3.1 メンターの仕事に応募したきっかけについて
教えてください
回答数

児童生徒等の成長に貢献したかったため 14
地域の人々との交流を増やし、ネットワークを広げたかったため 11
自身のスキルを地域へ還元したかったため 12
新たなスキルを取得したかったため 10
子供が参加することになったため 3
学校や地域で募集していたのを見たため 12
知り合いに誘われたため 1
その他 2
※webで情報を見て応募した
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 2.1.1.2 メンターの育成 
メンター育成のねらいとして、技術よりもファシリテーションスキルの向上に重きを置いた。プログラミング教育で最も大事なこ
とは、受講生自らが「自分で」発見した・できるようになった、という感覚を得ることが最も重要である。また、メンター育成
でも実施したことだが、試行錯誤することで論理的思考力が強化されてゆくということを体感してもらうために、多くの説明
はせず、仮説と実証の繰り返しや失敗から成功に変化するプロセスの体感をしてもらった。自分たちで何とかできたという
経験が、特に小中学生の段階では重要な要素だと感がえている。失敗ケースとして、時間内にカリキュラムを終わらせる
ことを重視して、ヒントを与えすぎてしまうということがある。前述のように、地域 ICT クラブは連続した回の中で受講者そ
れぞれがそれぞれの速度で理解を進めていくことが重要であるというスタンスで進めるため、いかに自分でやった感を得られ
るようにファシリテーションするか︖を体感できる研修を実施した。 
プログラミング教材に関するスキルについて、多様な講座への対応はメンター１人が全てを網羅することは難しいため、ま
ずは個々のメンターごとの得意不得意を認識した。実際の講座の講師選定の際にもこのようなことを配慮して依頼した。
そのようなは池から、メンターは常駐メンターというよりも、数名の分野が異なるメンターを確保できることが望ましい。そし
て、メンターが他のスキルを身に着けることを積極的に行えるよう、メンター育成カリキュラムについては、オンラインでも可能
として、スキルバッチ制度を利用することが望ましい。 
 
 代表団体である教育ネット社では、小、中、高等学校へ情報リテラシーやプログラミングの出張授業を行うインストラク
ター（本事業でいえばメンターにあたる）を３年間で６０名以上育成している。現在、稼働しているインストラクターは
４０名ほどで平成２９度は１，５５２回（平成２８年度は１，３３１回）の授業を実施している。その育成ノウ
ハウとフォローアップのノウハウを生かして、本事業のメンター育成制度を構築する 
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 ・4 つの必修課題があり、各講座で 2 種類ずつ実施。どの講座を受けても全 4 種を受講すれば、メンターとして登録で
きる 
 

   

メイン講師プロフィール 
①古賀大吉（こがだいきち） 

株式会社教育ネット・教材企画開発リーダー 
活動計画、講座内容の企画、教材の確保、端末や通信回線の調整 
(主な実積) 

半導体露光装置制御部 ハードウェア設計(2008) 
露光装置制御用組込ソフトウェア設計(2010) 
業務向け Android アプリケーション開発(2014) 
横浜市有望ビジネスプラン 親子向け情報モラルアプリ開発(2014 年) 
ものづくり補助金事業 遠隔授業システム設計(2015 年) 
小中学校向け情報モラル学習支援(2014 年より通算 578 回実施) 
情報モラル年間カリキュラム作成(2017 年) 
アンプラグドプログラミング学習教材「すぐプロ」開発(2017 年) 
川崎市内小学校向けプログラミング学習支援(2017 年) 
横浜市内小学校教員向けプログラミング教育研修(2017 年)  
東京都プログラミング教育推進校 研修講師（2018 年） 

 
②三枝勲（さいぐさいさと） 

株式会社教育ネット・プロジェクトリーダー 
委託事業全体の統括、スケジュールの策定及び進捗管理、関係団体の役割調整によるメンターや会場の確保 

（主な実績） 
文部科学省委託 教員の ICT 活用指導力向上研修 委員（2008 年） 
東京都立学校 IT 担当者研修の企画・実施（2010 年） 
総務省フューチャースクール事業 新地町 プロジェクトマネージャ（2011 年～2014 年） 
文部科学省 学びのイノベーション事業 新地町 プロジェクトマネージャ（2013 年～2014 年）、 
東京都板橋区 ICT 支援員派遣事業プロジェクトマネージャ（2016 年～2017 年 6 月） 
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東京都庁 公立小中学校 ICT 教育環境整備支援事業 ICT 支援員管理責任者（2015 年～2017 年 4
月） 

復興庁福島 12 市町村 先進的な教育の推進に向けた｢ICT 教育コーディネーター｣モデル コーディネーター 
（2017 年） 

  
高校生メンター育成講座の実施 7/30・8/1・8/8・8/9/・8/20・8/21（全 6 回） 
大学生/社会人メンター育成講座の実施 8/20・8/21・8/22・8/25・8/26（全 5 回 
 

表 3. メンター育成研修実施実績 
 

実施総数（回） 20 回 
受講者数（名） 33 名 (高校生 16 名)（社会人 17 名） 

 
# 実施日時 対象 研修内容 ねらい 講師 使用教材 受講者

数名） 
1 7/30 10:00~12:00 高校生 別表 B 別表参照 古賀・三枝 別表参照 1 名 
2 7/30 13:00~16:00 高校生 別表 C 別表参照 古賀・三枝 別表参照 1 名 
3 8/1 13:00~15:00 高校生 別表 A 別表参照 古賀・三枝 別表参照 2 名 
4 8/1 15:00~17:00 高校生 別表 D 別表参照 古賀・三枝 別表参照 2 名 
5 8/8 10:00~12:00 高校生 別表 B 別表参照 古賀・田宮 別表参照 5 名 
6 8/8 13:00~16:00 高校生 別表 C 別表参照 古賀・田宮 別表参照 5 名 
7 8/9 13:00~15:00 高校生 別表 A 別表参照 古賀・田宮 別表参照 6 名 
8 8/9 15:00~17:00 高校生 別表 D 別表参照 古賀・田宮 別表参照 6 名 
9 8/20 10:00~12:00 高校生 別表 B 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 10 名 
10 8/20 13:00~16:00 高校生 別表 C 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 10 名 
11 8/20 19:00~20:30 社会人 別表 A 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
12 8/20 20:30~22:00 社会人 別表 B 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
13 8/21 13:00~15:00 高校生 別表 A 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
14 8/21 15:00~17:00 高校生 別表 D 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
15 8/21 19:00~22:00 社会人 別表 C 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
16 8/22 19:00~22:00 社会人 別表 D 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 10 名 
17 8/25 10:00~12:00 社会人 別表 B 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
18 8/25 13:00~16:00 社会人 別表 C 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 8 名 
19 8/26 13:00~15:00 社会人 別表 A 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 6 名 
20 8/26 15:00~17:00 社会人 別表 D 別表参照 古賀・三枝・田宮 別表参照 6 名 
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別表 研修内容 研修時間 

A ICT クラブの活動と子どもたちとのコミュニケーションについて １時間 

B 情報リテラシー、情報モラル、アンプラグドプログラミング ２時間 

C プログラミング・ロボット教材【基礎編】 ３時間 

D プログラミング・ロボット教材【応用編】 ３時間 

※開催場所：高校生 株式会社教育ネット社内  社会人 さくら WORKS 
 
事前アンケート回答 母数 31 名  
 プログラミングや IOT をほとんどやったことがない人は 8 名 
 プログラミングや IOT を得意であると回答したのは 2 名 
 教えたことがある、教えることができると回答したのは 6 名 
 
育成講座後アンケート（ネガティブな意見のみ以下抜粋） 母数 32 名 
 育成講習後メンター実践が厳しいと思うと回答したのは 1 名。 
 研修が理解できなかったと回答したのは 0 名 
 授業が早すぎるという回答講座が 2 件 
 テキストがわかりにくいという回答講座が 1 件 
 
 2.1.1.3 メンターの派遣 
メンターの講座参加日の調整はメンター研修を実施した際に、ある程度講座の予定日について参加可否の確認を行っ
た。そのなかでスキルを鑑みてオファーをした。 
講座当日のメンターの役割は、受付は事務局で行い、挨拶から進行をメンターにお願いをした。メンターはできるだけ高
校生を 1~2 名入れ、全員で 4 名を基本として活動した。メンターには当日のメインメンターを一人決めて実施した。 
メンター研修から日にちが空いてしまったため、やり方を思い出すまで時間がかかるという意見があった。今回は e-
Learning 教材作成が間に合わなかった。 
 
 
2.1.2 活動を通じて得られたノウハウ 
募集期間については、高校生の場合夏休み期間前が有効であった。立ち上げ時には急募が必要になってきてしまうた
め、9 月からの開講を設定することが重要である。また、継続して地域 ICT クラブが運営できれば、通年を通して募集す
ることもできるので社会人、高校生いずれも余裕ができる。 
育成機関に関して、高校生の場合夏休みを使った集中講座が有効である。また、定期試験や英検などの時期と被らな
いようにすることも重要である。社会人の場合、土日の昼間もしくは平日の 19:00 以降が有効だった。 
育成機関の時数に関しては講座のロールプレイまでできることがメンターにとっての安心感につながるが今回はできなかっ
た。 
大学生からの応募が０件だったため今後は地域の大学と連携することでより幅広い人材の確保が可能となる。 
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実際の講座参加日程のやり取りで高校生とのメールに対するレスポンスが非常に悪いことが目立った。普段メールをあま
り使っていないことでチェックが洩れていることが考えられる情報交換ができる場所（サービス）が必要である。 
高校生メンターと社会人との不用意な接点を回避する必要があるため、Line や Facebook 等 SNS でのやり取りがで
きるものの導入は避けるべきである。今回は協議会内で Slack を検証した。 
 

 
        
 
2.1.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
メンター研修から実際の講習まで時間が空いてしまうことやより学びたいというメンター向けに自習できるサイト等を設置
し、メンター登録した人がアクセスできるようにしたい。FAQ サイトもつくり、自己研鑽できるようにしたい。 
また、実機を触って研修するものについては、実機を触って自由検証できる日時の設定も必要である。 
継続してクラブ運営をしているところができれば、そこで見学や実機を学ぶことができるようになる 

 
 
 

地域ICTクラブの活動に参加してやりがいはありましたか
回答数

はい 23
いいえ 0

サポーターとして、何にやりがいを感じましたか
回答数

参加児童の成長 18
地域の人々との交流、ネットワーク構築 14
自身のスキルの地域への還元 12
新たなスキル取得による自己の成長 13
その他 0

メンター育成講座について、お困りのことはありましたか
回答数

メンター育成講座への参加の予定調整に苦労した

 4
メンター育成講座の内容が不十分だった 4
メンター育成講座の内容が簡単すぎた 0
その他 5
☆上記内容について、具体的にどのようなことにお困りになったのかについて教えてください
　　・自宅でも教室の内容をあらかじめ使って理解しておきたかった
　　・自習用の情報提供があってもよい
　　・ツールの理解のための時間が多く、子どものコミュニケーションは各人のもともとのレベルに依存したので、現場での動きに差が出た
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2.2 教材の確保  

2.2.1 活動実績 
多様な講座を実施する上で特に協議したのは、異なる教材でも学ぶ内容が同じ教材はどちらかを選択するようにした。
逆に、似たような教材でも学びの質が異なる教材を慎重に選んだ。たとえば、低学年でも扱える教材で高学年には簡単
すぎる教材、高学年にはちょうど良いが低学年には難しすぎる教材であれば、内容は似ていても両方選択した。（例え
ばプログラミングカー）。 
なかなか目に触れる機会のないドローンや 3D プリンターといった教材を含めることにも注視した。今年度はアート系に特
化した講座は実施しなかったが準備はできている。 
費用に関しては、同じような教材であれば安価なものを選定するという理由で、購入する前にメーカから借用し検討して
から購入するようにした。 
パソコンやタブレットに関しては、購入する台数を極力抑えた。講座内容とレベルによって使うパソコンの種類をわけて、者
パソコンとタブレット両方を全員分用意するのではなく、半分用意すればよい状況にした。 
教材を会場に設置する際はすべて講習実施日（または前日）に会場に運搬し、当日（または翌日）回収した。 
 
＜アンプラグド教材＞ 
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2.2.2 活動を通じて得られたノウハウ 
教材に関して日々新しい教材が出てくるので悩んでしまうが、以下の図のような系統で検討し、教材の本質を見極めこと
が重要となる。同じ教材を使い続けることで、トラブル事例や対応事例が蓄積できるので、すぐに新しい教材にシフトしな
いことが重要である。 
メンターが自宅で自習をしたいといった際、ハードウェア教材については教育ネット社に行かないと実機を触ることができな
かった。営業時間内に場所を開放し自由に触れるようなスペースを確保するなど、ハードウェア教材のメンター研修につい
ては今後課題が残る。 

 
 
2.2.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
パソコンやタブレットは地域 ICT クラブで用意しておくことが望ましいが厳しいケースが多い。今後はエリアごとにパソコンも
含めて教材を管理保管する場所を確保し、講習前に取りに来るといった運用で経費を抑えることが必要になる。また、
中古のパソコンでも利用可能な教材も多くあるため、地域で不要になったパソコンやタブレットを使用することも考えられ
る。しかし、ICT の利活用で最もストレスがかかることが機器の不具合であるため、できるだけ統一した機材、新し機材を
そろえるべきである。 

論理的思考の
育成

問題解決能力の
育成

創造力の育成
コミュニケーショ
ン能力の育成

情報活用能力の
育成

共通

上級

共通

上級

共通

上級

アンプラグド

ハードを使う

ソフトを使う

プログラミング教材
の選定（例）

すぐプロ・ジェスチャーゲーム・情報モラルかるた

すぐプロ、図形転写ゲーム、情報モラルすごろく、ぐーぱチャット、
ネット妖怪カード

Viscuit、ScratchJr、プログラミングゼミ、プログル　など

Scratch、ボーカロイド、プロジェクションマッピング、
マインクラフト、Swiftplayground　など

プログラミングカー、アリロ、コードAピラー、
ドローン、Sphero、LegoBOOST　など

アーテックロボ、Micro:bit、3Dプリンター、Littlebits、MESH　など
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各種教材については同じ教材でも何通りもの課題の出し方があるため、同じ教材で育成する能力種別のカリキュラムを
充実してゆくことで、継続してゆく際の経費削減につながる。 
 

 

 

2.３ 端末・通信環境の確保 

2.3.1 活動実績 
Wifi についてはさくら WORKS、みんなの食場ともに既設の Wifi を利用させていただいた。10 名が同時に同サイト
（Viscit、tinkercad など）にアクセスすると通信が遅くなりログインできない個体も出て進行が遅れる場面もあった。5
分ほど待つことで、順次ログインできるようになったため、次回以降タイミングを少しずらして起動する運用でカバーした。 
事前調査では、このようなトラブルがなかったため、人数が多くなり、周りで携帯電話を持っている大人や受講生が 20 名
程度いる環境では通信不良が考えられることを改めて痛感した。南足柄の公民館では●●● 
Scratch についてはローカルで動くバージョンを使用。 
 
 
2.3.2 活動を通じて得られたノウハウ 
同時に 10~15 台程度であれば、非常時にモバイル Wifi の使用で負荷分散できるため、2 台程度用意しておくことが
望ましい。今回は教育ネット社の社用物を利用した。 
Wifi 環境の事前確認では、固定回線で 1Gbps 以上の契約が望ましい。また、端末によって 2.4Mhz 帯のみの対応
ものもあるため、GUEST 用に開放してある帯域が 2.4Mhz であることが望ましい。 
また学校の公開授業とは違い、携帯電話の wifi off は現実的ではないため、トラブルが出た際にメンターが慌てないで
想定される原因を確認したり、ほかの教材にうつれるようなマニュアルをパッケージしておく必要がある。 
 

教材について、お困りのことはありましたか
回答数

講座の目的および内容に対し、教材の相性が良くなかった 1
参加している児童生徒に対し、教材のレベルが適切でなかった 3
教材の質に課題があった 1
テキストが使いづらかった 1
その他 5
☆上記内容について、具体的にどのようなことにお困りになったのかについて教えてください
　　・生徒も家で予習復習ができるといいと思った

　　・平均的な内容のため、できる子とできない子向けが必要

　　・学年も考慮し、もう少し分かりやすい表現をしていただけるとうれしい

　　・生徒用のマニュアルがあるといいと思った

　　・スクラッチなど自由に使う時間に低学年の児童があきてしまう

　　・初級者と上級者の違いがありすぎたので、レベルに合わせたものが各種あるといいと思った
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2.3.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
Wifi がなくても運営できる講座はたくさんあるため、常時必要ではないが、作品の保管場所としてクラウドサービスを利用
することが安全性、効率性からしてよいため、モバイル Wifi の用意ができることが望ましい。また、講座中に通信トラブル
が発生した場合を備えて、アンプラグド教材やロボット教材などバックアップ的講座も用意しておくことが望ましい 
 

 
 
 

2.4 会場の確保 

2.4.1 活動実績 
会場について、通常使用した横浜市内 2 か所は協議会構成員のさくら WORKS およびみんなの食場をお借りした。他
のイベントも多数入っているため、日程調整をしてお借りすることができた。両スペースは有料でお借りし、第四回の講座
で発表を兼ねたガジェット祭りは、出展料無料。南足柄市については教育委員会で公民館をお借りいただいた。 
会場の選定基準は会場責任者のお考えと本事業のベクトルが同じであることが大切である。施設としての観点からは広
さ、机といすの数、電源容量と wifi の確保、プロジェクタの有無、プロジェクタ画面投影位置、スピーカーの有無、アクセ
スのしやすさを考慮する必要がある。体を動かすような講座やプログラミングカーを 4 チーム程度が同時に実施できるよう
なスペースを確保しながら、メンター、サポーター、協議会構成員が一室にいられる大きさが必要である。 
場所案内について、さくら WORKS に関しては別館の泰生ポーチという場所で実施したが、当初場所を迷われる方がい
らっしゃり、見えやすい看板等の設置が必要だった。 
みんなの食場では、お昼ごはんを有料で提供いただいた。こども食堂としての運営を行っているため、食材や調理法に関
して安全で健康を重視した食を学ぶこともできた。低学年からも食材を自分でとり食べ終わったら下げるという活動を体
験することもできる。 
 
 
 
 
 
 

会場および端末通信環境について、お困りのことはありましたか
回答数

会場の通信速度が遅かった 3
会場の環境が不適切だった（室温、広さ、明るさ等） 0
講座を円滑に運営するにあたり、会場の設備（コンセント数や 1
電源の容量等）に不足があった
その他 7
☆他に何かお困りになったことがあれば、教えてください
　　・ネットにつながらないことで、講座の流れに遅れる子も出てしまった
　　・子どもたちのWifiがつながりにくかった
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＜みんなの食場の昼食＞ 

 
 
 
2.4.2 活動を通じて得られたノウハウ 
会場選定に関しては今回、構成員の設備をお借りしたことと公民館であったため苦労することはなかった。 
受講生の募集する人数を基準に、前述の、「広さ、机といすの数、電源容量と wifi の確保、プロジェクタの有無、プロジ
ェクタ画面投影位置、スピーカーの有無、アクセスのしやすさ」を考慮すれば特に問題ないと考える。 
 
 
2.4.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
継続的に活動してゆくための課題としては選定確保よりも、使用料の問題だと考える。 
既存にあるコミュニティや店舗がメリットとなることがあってお借りできれば低コストに抑えることができると考えている。 
その点では放課後児童クラブや放課後デイサービスの施設、こども食堂など、子供たちがもともと集まる場所の活用が進
んでいくべきだと考えている。 
また来年度は構成員でもある、郵便局、教員養成大学、タウンニュース社などでも実施を検討している。 
 
 

3. 地域 ICT クラブの運用管理 

3.1 講座の運用及び進捗の管理 
3.1.1 活動実績 
講座日の決定は地域の学校の情報を確認して運動会をさけて設定した。 
9 月 30 日の開催時台風で中止の判断を余儀なくされたが、次の開催日設定が場所の確保、ほかの会場との機材確
保および受講者の都合を合わせることに難航した。 
また、みんなの食場で 10 名以上の昼食を申し込んでいたため、調達済みの食材が廃棄寸前になってしまった。 
講座を実際に行い、毎回メンター、サポーターと事務局とで 30 分～1 時間程度の反省会を実施し、多くの改善点を認
識した。（議事録は別途提出済み） 
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講座当日になってからメインメンターの使命をすることがあり、困惑させてしまったケースがあった。また、メンター用講座進
行資料が当日配布になることが重なり、じっくり読むことができない状態からお願いするケースがあった。 
メンターにとって、どのメンターとチームになるかというのは心構えが必要という意見があった。 
Slack を検証したがメンターには解放しなかったため、メンター同士（社会人、高校生は別）で LINE やその他 SNS を
使って連絡し合っていた。 
メンターが毎回異なる今回のケースでは、受講生の特性や進捗が把握できないため、非効率な指導となるケースがあっ
た。 
受講生は回を重ねるごとにチームワーク、自己表現と発表が上手になっていった。アンケートの結果を見ても、単にプログ
ラミングを習っただけではないという結果が出ていることが非常に嬉しい。（下記に一部抜粋） 
 
＜反省会の様子＞ 
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講座は楽しかったですか？
回答数

はい 40
不明 1

講座の何が楽しかったですか？ 回答数
プログラミングができるようになったこと 35
プログラミングを最後までやりとげ、自分だけの作品が完成したこと 43
プログラミングのしくみが分かるようになったこと 32
いっしょに学ぶ友達ができたこと 12
作ったものをまわりの人に説明したり見てもらったりすること 14
★その他意見
・ボランティアの人といっしょにできたこと
・普段は使えないような様々な機械やプログラムを見たり使えたこと
・先生がおもしろがってくれたこと
・作ったゲームがとてもおもしろかったこと
・班の人たちといろいろなこと（協力）ができたこと

講座は簡単でしたか？
回答数

簡単だった 9
少し難しかった 22
難しかった 5

  講座で何ができるようになったかについて教えてください。 回答数
プログラミングなどをしてみて、パソコンやアプリがどのようにして動くか分かるようになった 37
友達と協力して答えを探せるようになった 27
あきらめずに自分なりに答えを考えられる
ようになった 37
人前で意見が言えるようになった 28
自分なりの工夫ができるようになった 37
★その他意見
・micro:bit
・はじめてキーボードをさわった
・プログラミングのしくみ
・めいろやホッケーゲームができるようになったこと
・どうして失敗したのかと、どのようにすればよいのか考える力
・知らない人とコミュニケーションが多少とれるようになった
・スクラッチの使い方がさらに分かった
・いろいろなゲームが作れるようになった
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表 4. 講座実施実績 
実施総数（回） 11 回 
受講者数（名） 23 名（延べ 53 名） 

 
＜かながわ ICT クラブ さくら WORKS＞ 
# 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属性 受講者数

（名） 
メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 9/9 さくら WORKS  
 

別表１に記載 

小、中学生 7 4 1 
2 10/14 さくら WORKS 小、中学生 12 4  
3 10/28 さくら WORKS 小、中学生 6 4  

講座でこまったことはありましたか？
回答数

なかった 13
少しあった 26
たくさんあった 1

具体的に講座でこまったことは何ですか？
回答数

パソコンの使い方 15
先生（教えてくれる人）の使う言葉 4
進み方がはやい 18
プログラミングが思ったように上手くいかない 30
★その他意見
・前回のフォルダが開けない
・うまくまっすぐ進まなかったこと
・スペースキーが動かなかった
・動かなかった理由が分からなかった
・説明書が分かりにくかった
・仕組みが最初分からなかった

今後どのような講座を受けてみたいですか？
・外でドローンなどを飛ばして実験していきたい
・もっとかんたんで、みんなができるようなプログラミング
・今と同じこと
・料理など
・もっとむずかしいもの
・今回のように普段はあまり見ることのできないようなことを見たり、知ったりできるような講座を受けてみたい
・ゲームを作りたい
・デジ絵
・しょうがい物をよけながら、ゴールまですすむ講座
・ロボットプログラミング
・ユーチューブ
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4 11/10 富士ゼロックス
R&D スクエア 

小、中学生 5 4  

5 12/9 さくら WORKS 小、中学生 8 3 1 
 
＜かながわ ICT クラブ みんなの食場＞ 
# 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属性 受講者数

（名） 
メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 9/16 みんなの食場  
 

別表２に記載 

小、中学生 11 3 1 
2 10/21 みんなの食場 小、中学生 11 4 1 
3 11/4 みんなの食場 小、中学生 12 4 1 
4 11/10 富士ゼロックス

R&D スクエア 
小、中学生 5 4  

5 12/2 みんなの食場 小、中学生 9 4 2 
 
＜かながわ ICT クラブ 南足柄＞ 

# 日時 場所 講座名 講座概要 受講者属性 受講者数
（名） 

メンター数
（名） 

サポーター数
（名） 

1 12/1 南足柄市 
中部公民館 

別表３に記載 小、中学生 26 名 3 名 0 
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た

課
題

を
解

く
　③

自
由

に
課

題
設

定
し

解
く

・ス
ク

ラ
ッチ

を
使

った
「ゲ

ー
ム

づ
くり

」
　①

Sc
ra

tc
hの

基
本

操
作

を
知

る
　②

簡
単

な
ゲ

ー
ム

つ
くり

を
通

し
発

表
用

の
創

作
を

実
施

（
上

級
コ

ー
ス

）
・「

信
号

機
プ

ロ
グ

ラ
ム

」ア
ー

テ
ック

ロ
ボ

　①
基

本
操

作
を

覚
え

る
　②

信
号

機
の

仕
組

み
を

考
え

る
　③

信
号

機
を

作
って

み
る

・「
扇

風
機

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
」

M
ic

ro
bi

tを
使

い
光

度
セ

ン
サ

ー
で

扇
風

機
の

制
御

を
行

う
。

　 ・ス
ク

ラ
ッチ

を
使

った
「ゲ

ー
ム

づ
くり

」
今

ま
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

し
複

雑
な

ゲ
ー

ム
を

作
って

み
る

。

別表１ 
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別
表

２
1

2
3

4
5

講
座

開
催

日
・時

間
20

18
/9

/1
6（

日
）

10
:0

0～
15

:0
0

20
18

/1
0/

21
（

日
）

10
:0

0～
15

:0
0

20
18

/1
1/

4（
日

）
10

:0
0～

15
:0

0
20

19
/1

1/
10

11
:0

0~
15

:3
0

20
19

/1
2/

2
9:

00
～

14
:0

0

講
座

開
催

場
所

み
ん

な
の

食
場

横
浜

市
神

奈
川

区
松

本
町

4-
33

-1
0

山
下

ビ
ル

1F

み
ん

な
の

食
場

横
浜

市
神

奈
川

区
松

本
町

4-
33

-1
0

山
下

ビ
ル

1F

み
ん

な
の

食
場

横
浜

市
神

奈
川

区
松

本
町

4-
33

-1
0

山
下

ビ
ル

1F

富
士

ゼ
ロ

ック
ス

R
&

D
ス

ク
エ

ア
横

浜
市

西
区

み
な

と
み

ら
い

6-
1

み
ん

な
の

食
場

横
浜

市
神

奈
川

区
松

本
町

4-
33

-1
0

山
下

ビ
ル

1F

講
座

名

(共
通

コ
ー

ス
）

生
活

の
中

の
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

情
報

モ
ラ

ル
か

る
た

（
初

級
コ

ー
ス

）
Sc

ra
tc

hJ
rで

初
め

て
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

（
上

級
コ

ー
ス

）
Sc

ra
tc

hで
ダ

ン
ス

ダ
ン

ス
ダ

ン
ス

（
共

通
コ

ー
ス

）
体

を
使

った
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
カ

ー
で

レ
ー

ス

（
初

級
コ

ー
ス

）
じ

ゃ
ん

け
ん

ゲ
ー

ム
と

水
族

館
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ゲ
ー

ム
作

成
(S

cr
at

ch
Jr

)

（
上

級
コ

ー
ス

）
3D

プ
リン

タ
ー

で
コ

ップ
を

作
ろ

う
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ゲ
ー

ム
作

成
(S

cr
at

ch
)

(共
通

コ
ー

ス
）

情
報

モ
ラ

ル
す

ご
ろ

く
ロ

ボ
ット

で
か

か
し

を
は

こ
ぶ

（
初

級
コ

ー
ス

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ゲ
ー

ム
作

成
(S

cr
at

ch
)

（
上

級
コ

ー
ス

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ゲ
ー

ム
作

成
(S

cr
at

ch
)

横
浜

ガ
ジ

ェッ
ト

祭
り

（
発

表
会

）

(共
通

コ
ー

ス
）

ド
ロ

ー
ン

プ
ロ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
振

り返
りと

発
表

（
初

級
コ

ー
ス

）
「ア

リロ
で

G
O

!」
ロ

ボ
ット

パ
ネ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ス
ク

ラ
ッチ

を
使

った
「ゲ

ー
ム

づ
くり

」

（
上

級
コ

ー
ス

）
「信

号
機

プ
ロ

グ
ラ

ム
」ア

ー
テ

ック
ロ

ボ
「扇

風
機

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
」M

ic
ro

bi
t

講
座

概
要

（
コ

ー
ス

共
通

）
IT

リテ
ラ

シ
ー

・情
報

モ
ラ

ル
：

か
る

た
を

使
った

情
報

モ
ラ

ル
　①

ル
ー

ル
を

確
認

す
る

　②
情

報
モ

ラ
ル

に
関

す
る

用
語

に
親

し
み

、興
味

関
心

を
向

け
る

・ア
ン

プ
ラ

グ
ド

教
材

の
「す

ぐ
プ

ロ
」を

使
った

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
　①

基
本

ル
ー

ル
を

理
解

す
る

　②
自

分
な

りに
答

え
を

出
す

　③
ほ

か
の

人
と

異
な

る
部

分
が

あ
る

こ
と

を
知

る
　④

どこ
が

違
い

の
起

点
に

な
った

か
を

理
解

す
る

。

（
初

級
コ

ー
ス

）
・s

cr
at

ch
Jr

を
使

った
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

　①
ブ

ロ
ック

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

基
礎

理
解

を
す

る
　②

自
由

な
動

き
を

さ
せ

る
た

め
の

ブ
ロ

ック
の

組
み

合
わ

せ
を

覚
え

る
　③

発
想

し
た

動
き

を
つ

か
って

物
語

を
作

り発
表

す
る

（
上

級
コ

ー
ス

）
・s

cr
at

ch
を

使
った

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
　①

sc
ra

tc
hで

ダ
ン

ス
を

踊
ら

せ
る

た
め

の
基

本
を

覚
え

る
　②

キ
ー

ボ
ー

ド
の

入
力

に
合

わ
せ

て
動

き
が

変
わ

る
要

素
を

一
つ

以
上

取
り入

れ
る

こ
と

で
条

件
分

岐
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。

（
発

表
）

　本
日

の
成

果
発

表

（
コ

ー
ス

共
通

）
ジ

ェス
チ

ャー
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

：
ジ

ェス
チ

ャー
カ

ー
ド

を
使

って
指

示
さ

れ
た

動
き

の
と

お
り動

い
て

み
る

。

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
カ

ー
　①

基
本

操
作

を
覚

え
る

　②
簡

単
な

レ
ー

ス
ゲ

ー
ム

を
行

う
。

　③
紙

の
カ

ー
ド

を
使

った
仮

設
か

ら
実

際
に

動
か

し
修

正
し

て
ゆ

く一
連

の
PD

CA
サ

イ
ク

ル
を

認
識

す
る

。

・V
is

cu
it

を
使

った
じ

ゃ
ん

け
ん

ゲ
ー

ム
と

水
族

館
　①

基
本

操
作

を
覚

え
る

　②
仮

説
を

立
て

て
紙

に
書

く
　③

実
行

の
際

に
違

い
が

あ
った

場
合

に
な

に
が

間
違

った
か

を
理

解
す

る
。

（
初

級
コ

ー
ス

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ゼ
ミ

を
使

い
ブ

ロ
ック

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

様
々

な
課

題
を

ク
リア

し
て

ゆ
く。

Sc
ra

tc
hJ

rを
使

って
Sc

ra
tc

hの
操

作
や

考
え

方
に

慣
れ

る

（
上

級
コ

ー
ス

）
も

の
つ

くり
：

3D
プ

リン
タ

ー
で

も
の

づ
くり

　①
デ

ジ
タ

ル
の

も
の

つ
くり

を
考

え
る

　②
基

本
操

作
を

覚
え

る
　③

コ
ップ

を
設

計
す

る
　④

複
雑

な
コ

ップ
を

設
計

し
て

み
る

（
コ

ー
ス

共
通

）
情

報
モ

ラ
ル

：
情

報
モ

ラ
ル

す
ご

ろ
く

　①
す

ご
ろ

くを
使

って
情

報
モ

ラ
ル

に
関

連
し

た
内

容
を

学
ぶ

　②
妖

怪
カ

ー
ド

を
使

って
話

し
合

う

（
コ

ー
ス

共
通

）
・L

EG
O

 B
O

O
ST

を
使

った
制

御
学

習
　①

B
O

O
ST

の
操

作
を

覚
え

る
　②

か
か

し
を

移
動

さ
せ

る
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　　
を

試
行

錯
誤

し
て

み
る

　③
チ

ー
ム

ご
と

に
タ

イ
ム

を
競

い
合

う
　 （

初
級

コ
ー

ス
）

・プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ゼ

ミ
に

よ
る

学
習

　①
ゲ

ー
ム

を
作

ろ
う

　②
ゲ

ー
ム

づ
くり

の
課

題
を

ク
リア

し
よ

う
・横

浜
ガ

ジ
ェッ

ト
祭

りの
準

備

（
上

級
コ

ー
ス

）
・横

浜
ガ

ジ
ェッ

ト
祭

りの
準

備
　①

Sc
ra

tc
hを

使
った

応
用

課
題

　②
発

表
作

品
の

作
成

（
発

表
）

　本
日

の
成

果
発

表

（
以

下
選

択
性

）

A
.制

作
し

た
ゲ

ー
ム

の
発

表
第

３
回

ま
で

に
ス

ク
ラ

ッチ
を

使
って

制
作

し
た

作
品

を
ブ

ー
ス

に
き

た
来

場
者

の
方

に
制

作
し

た
作

品
を

紹
介

。

B
.作

品
制

作
作

品
の

紹
介

な
ど行

わ
ず

に
、 

ブ
ー

ス
に

あ
る

パ
ソ

コ
ン

を
使

って
ス

ク
ラ

ッチ
、ビ

ス
ケ

ット
を

 使
った

作
品

制
作

を
行

う

C.
プ

ロ
ジ

ェク
シ

ョン
マ

ッピ
ン

グ
 会

場
に

設
置

し
た

ソ
フ

ト
を

使
って

簡
単

な
プ

ロ
ジ

ェク
シ

ョン
マ

ッピ
ン

グ
を

体
験

し
ま

す
。

(コ
ー

ス
共

通
）

・ド
ロ

ー
ン

プ
ロ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
　①

ド
ロ

ー
ン

の
利

用
を

知
る

　②
あ

ら
か

じ
め

用
意

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ブ
ロ

ック
で

飛
行

さ
せ

る
。

・振
り返

りと
発

表
①

5回
の

振
り返

り
②

本
日

実
施

し
た

sc
ra

tc
hで

の
創

作
を

発
表

（
初

級
コ

ー
ス

）
・「

ア
リロ

で
G

O
!」

ロ
ボ

ット
パ

ネ
ル

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
　①

ア
リロ

の
操

作
を

理
解

す
る

　②
決

め
ら

れ
た

課
題

を
解

く
　③

自
由

に
課

題
設

定
し

解
く

・ス
ク

ラ
ッチ

を
使

った
「ゲ

ー
ム

づ
くり

」
　①

Sc
ra

tc
hの

基
本

操
作

を
知

る
　②

簡
単

な
ゲ

ー
ム

つ
くり

を
通

し
発

表
用

の
創

作
を

実
施

（
上

級
コ

ー
ス

）
・「

信
号

機
プ

ロ
グ

ラ
ム

」ア
ー

テ
ック

ロ
ボ

　①
基

本
操

作
を

覚
え

る
　②

信
号

機
の

仕
組

み
を

考
え

る
　③

信
号

機
を

作
って

み
る

・「
扇

風
機

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
」

M
ic

ro
bi

tを
使

い
光

度
セ

ン
サ

ー
で

扇
風

機
の

制
御

を
行

う
。

　 ・ス
ク

ラ
ッチ

を
使

った
「ゲ

ー
ム

づ
くり

」
今

ま
で

学
ん

だ
こ

と
を

活
か

し
複

雑
な

ゲ
ー

ム
を

作
って

み
る

。

別表２ 
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別
表

3
1

講
座

開
催

日
・時

間
20

19
/1

2/
1

13
:0

0~
16

:0
0

講
座

開
催

場
所

南
足

柄
市

中
部

公
民

館
南

足
柄

市
生

駒
33

0番
地

1

講
座

名

（
共

通
コ

ー
ス

）
生

活
の

中
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ド

ロ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

（
初

級
コ

ー
ス

）
「ア

リロ
で

G
O

!」
ロ

ボ
ット

パ
ネ

ル
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ゲ

ー
ム

作
成

(S
cr

at
ch

Jr
)

（
上

級
コ

ー
ス

）
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

カ
ー

で
レ

ー
ス

Sc
ra

tc
hで

ゲ
ー

ム
作

成
(S

cr
at

ch
)

講
座

概
要

・ア
ン

プ
ラ

グ
ド

教
材

の
「す

ぐ
プ

ロ
」を

使
った

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
　①

基
本

ル
ー

ル
を

理
解

す
る

　②
自

分
な

りに
答

え
を

出
す

　③
ほ

か
の

人
と

異
な

る
部

分
が

あ
る

こ
と

を
知

る
　④

どこ
が

違
い

の
起

点
に

な
った

か
を

理
解

す
る

。
・ド

ロ
ー

ン
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

　①
ド

ロ
ー

ン
の

活
用

に
つ

て
い

　②
あ

ら
か

じ
め

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
さ

れ
た

ド
ロ

ー
ン

の
飛

行 （
初

級
コ

ー
ス

）
・s

cr
at

ch
Jr

を
使

った
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

　①
ブ

ロ
ック

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
の

基
礎

理
解

を
す

る
　②

自
由

な
動

き
を

さ
せ

る
た

め
の

ブ
ロ

ック
の

組
み

合
わ

せ
を

覚
え

る
　③

発
想

し
た

動
き

を
つ

か
って

物
語

を
作

り発
表

す
る

（
上

級
コ

ー
ス

）
・s

cr
at

ch
を

使
った

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
学

習
　①

sc
ra

tc
hで

ダ
ン

ス
を

踊
ら

せ
る

た
め

の
基

本
を

覚
え

る
　②

キ
ー

ボ
ー

ド
の

入
力

に
合

わ
せ

て
動

き
が

変
わ

る
要

素
を

一
つ

以
上

取
り入

れ
る

こ
と

で
条

件
分

岐
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。

講座の運営について、お困りのことはありましたか
回答数

児童生徒とのコミュニケーションに苦労した 8
他のメンターとの意思疎通に苦労した 0
サポーターとの意思疎通に苦労した 0
講座の時間配分に苦労した 2
その他 2
☆上記内容について、具体的にどのようなことにお困りになったのかについて教えてください
　　・生徒のスキル等が事前にわかるとよい
　　・満足しているかどうか分かりにくい画面があり、フォローが難しかった。
　　・自由にプログラムを作りたい児童にどこまで口を出していいか悩んだ
　　・普段あまり小学生に接する機会が少ないため、慣れないことをする苦労があった
　　・おとなしい子ばかりのグループだと、淡々とすごろくやレゴを進める形になってしまい、「楽しめているかな？」と気になってしまった
　　・集中させるまでに多少苦労した

別表３ 



41 
 

  

   

        

地域ICTクラブの活動全般について、何かお困りのことはありましたか
回答数

活動参加に予想以上に時間を要した 0
活動に参加するための予定調整に苦労した 4
講座に参加する児童生徒やメンター等の予定調整に苦労した 1
会場等までの移動に時間や費用を要した 0
メンターへの期待役割が不透明だった 7
メンターへの期待役割が多すぎた 0
その他 0
※特になし（2名）
☆上記内容について、具体的にどのようなことにお困りになったのかについて教えてください
　　・他の活動との日程・時間調整
　　・予習をしていきたいので、メンター資料が事前にダウンロードできるようにしてほしい
　　・自分の知識を相手に伝えることに苦労を感じた
　　・事前研修の日程がタイトで仕事帰りだったのでかなり疲れた。フォロー研修もあるとありがたい。
　　・担当を事前に決めていただけると助かります
　　・年齢の低い子が途中であきた場合、基本的にどうするかがメンターそれぞれで対応が違った
　　・長時間立っていると疲れてくるので午前からちょくちょく座ればよかった
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3.1.2 活動を通じて得られたノウハウ 
前述の活動成果や課題を踏まえ得られたノウハウを書きに箇条書きにする。 
 
・台風シーズンには予備日をある程度選定しておく必要がある。 
・講座中止（延期）になった場合の連絡時間制限や連絡ルートなどを整備する必要がある。 
・当日のメンター全員の名前を事前に共有すべきだった。 
・メンター用講座資料は 1 週間以上前に共有すべきだった。 
・公式にメンター同士が安全に安心して情報交換できるツールを提供すべきだった。 
・受講生が、前回どこまで出来て、どこでつまずいたか。どのような性格や特性を持っているか。次に何に挑戦したいのか︖ 

グループワークが得意なのか苦手なのか︖どんなプログラミング教材が得意なのか︖など、どのメンターが入ったとしても 
申し送りをみることで経過を追って指導できるカルテシステムが必要である。 

・スキルや文字の把握レベルを知るために、名札に学年とスキルバッチを表示させておく必要がある。 
・夏休み期間中の生徒募集は学校からの伝達は難し、く募集時期や広報方法をより検討することが必要。 
・今回立ち上げということもあり、本来サポーターとなる位置づけの組織や人が構成員に含まれることが多かったため、 

サポーターの位置づけと役割が曖昧だった。今後は構成員と地域 ICT クラブの組織を分断し役割を明確にすること 
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で、自治会など地域に特化したコミュニティを作ることが重要となる。 
・メンターを輩出いただいた高校へのお礼と次年度以降もメンター紹介のお願いをきちんとすることが大切。 
・活動状況の周知について、WEB 系だけでなくフリーペーパーや地域広報冊子への掲載が大切。 
・作っている作品がなくならないよう、クラウドでデータを管理する。 
・自宅で作った作品を提示できるよう、クラウドでデータを提出できる仕組みが必要。 
・発表が苦手な子もいるため、無理強いはせず、事前に発表しやすいよう発表ポイントを整理した紙を渡しておくべき。 
・サポーターとして入った保護者が自分の子に付きっきりで教えることがありより説明とルールの厳正化が必要である。 
・メンターに求める品質基準を明確にすることでよりやりがいを感じることができる。 
・よく聞かれる操作手順に関しては紙にして参照できる状態にしておくべきである。 
 
3.1.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
本項に関して上記に記載した「活動を通して得たノウハウ」に併記した。 
各地域 ICT クラブが利用できる仕組みを協議会の事務局で管理運営するための管理工数を多く見込むことが必要と
なる。 
 
 

3.2 実証地域内外での活動状況の周知・広報 

3.2.1 活動実績 
広報活動としては以下の活動を主に実施した。 

・かながわ ICT クラブのホームページや FACEBOOK で活動の様子アップロード 
・協議会構成員の NPO 法人横浜コミュニティデザインラボが主催の勉強会で活動の紹介 
・協議会構成員のみんなの食場から各関係者へご紹介 
・メンターからの SNS 発信 
・日本教育工学会の全国大会にて論文発表 
（http://www.jaet.jp/repository/ronbun/JAET2018_A-3-

13.pdf#search='%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88+%E3
%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8FICT%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%
96' 

上記の活動によってこの活動が周知されて、2 つの児童クラブ、学習塾などを展開している会社 2 社（某学習塾運
営企業、某放課後児童クラブ運営企業）から講座実施依頼が来て実施をし、これからも継続的に実施する予定となっ
ている。児童クラブの活動から、かながわ ICT クラブ（さくら WORKS）の受講生になった子もいた。 

新吉田第二小学校 ７回開催（次年度も継続予定） 
放課後デイケアサービス ６回開催 
企業 2 社に関しては機密保持の関係から開示できない 

http://www.jaet.jp/repository/ronbun/JAET2018_A-3-13.pdf#search='%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88+%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8FICT%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96
http://www.jaet.jp/repository/ronbun/JAET2018_A-3-13.pdf#search='%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88+%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8FICT%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96
http://www.jaet.jp/repository/ronbun/JAET2018_A-3-13.pdf#search='%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88+%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8FICT%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96
http://www.jaet.jp/repository/ronbun/JAET2018_A-3-13.pdf#search='%E6%95%99%E8%82%B2%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88+%E3%81%8B%E3%81%AA%E3%81%8C%E3%82%8FICT%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96
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3.2.2 活動を通じて得られたノウハウ 
周知や広報については協議会構成員や各地域 ICT クラブを通じて発信することが広がりやすいことが分かった。 
各地域 ICT クラブの存在を認識してもらうために、放課後児童クラブ等への積極的活動が必要である。 
また、ほかの地域 ICT クラブと連携して情報発信をしたり交流会などを設けることで地域 ICT クラブが単体の組織では
ないというアピールも必要である。 
 
 
3.2.3 継続的に活動していくために解決すべき具体的課題と考え得る対応方針 
今後は地元テレビメディアや新聞社、フリーペーパーなどに取材をしていただくことで広めることができると考えている。 
来年度は実施要項が決まり次第メディアに連絡し取材に入っていただく要請を行う。 
 
 

4. 自立的な継続活動を実現する運営体制の検証 

4.1 地域 ICT クラブの組成・運営コスト 

4.1.1 今年度のコスト実績 
今年度のコスト実績として目立ったのは、イニシャルコストと機材費用である。 
イニシャルコストは、各種開催要項作成から募集、それを含めた運営マニュアルの作成、メンター育成マニュアル、講座内
容等、地域 ICT クラブに合わせた開発に大きな工数がかかった。 
次に多様な講座を設ける際の機材費用である。無駄に似たような機材を使わないよう、メーカーから貸し出しをしていた
だき検証して費用対効果を検証しながら、実際の購入機材の検討を行った。 
参考として主要機材の費用は以下に掲載する。 
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＜前提＞

・クラブ設置数： 3 箇所

・講座開催総数： 11 回

・講座種別（単発/継続）： 単発と継続

・各構成員の主な役割

　　協議会メンバー：

　　メンター：

　　サポーター：

（税込）

（単位：円）

項目 費用

9,812,230

A-1.協議会立上コスト 単価 （単位） × 数量 （単位） × 期間 （単位） 6,025,400

Ⅰ．人件費 3,590,000
協議会メンバー 2,890,000 

協議会の団体形成 40,000 円 × 1 人 × 8 日 320,000 

活動や講座企画・カリキュラム作成 40,000 円 × 3 人 × 10 日 1,200,000 

メンター育成カリキュラム作成 40,000 円 × 2 人 × 10 日 800,000 

成果発表会 30,000 円 × 3 人 × 3 日 270,000 

記録・報告書 30,000 円 × 2 人 × 5 日 300,000 

その他 700,000 

ホームページ作成・運営 20,000 円 × 1 人 × 15 日 300,000 

機材調整や連絡などの事務局 20,000 円 × 2 人 × 10 日 400,000 

Ⅱ．物件費 2,435,400

旅費 125,400 

成果発表会 1,800 円 × 3 人 × 1 日 5,400 

会議 2,000 円 × 6 人 × 10 日 120,000 

その他 2,310,000 

機器・教材・消耗品購入 2,200,000 円 × 1 式 × 2,200,000 

用紙・印刷代 10,000 円 × 11 回 × 110,000 

A-2.地域ICTクラブ立上コスト 単価 （単位） × 数量 （単位） × 期間 （単位） 3,786,830

Ⅰ．人件費 1,300,000
協議会メンバー 420,000 

クラブ構成員形成 40,000 円 × 1 人 × 5 日 200,000 

メンター育成研修の管理・運営 20,000 円 × 1 人 × 11 日 220,000 

メンター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

サポーター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

その他 880,000 

メンター育成講師の謝金 30,000 円 × 2 人 × 11 日 660,000 

会場準備・運営・教材準備 20,000 円 × 1 人 × 11 日 220,000 

Ⅱ．物件費 2,486,830

端末・機器・教材等 2,300,940 

端末・機器・教材購入 2,300,940 円 × 1 式 × 2,300,940 

円 × × 0 

旅費 97,890 

メンター育成講師交通費 2,000 円 × 2 人 × 11 日 44,000 

メンター育成研修メンター交通費 53,890 円 × 1 式 × 53,890 

消耗品費 88,000 

用紙・印刷代 8,000 円 × 11 回 × 88,000 

円 × × 0 

その他 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

B.ランニングコスト 単価 （単位） × 数量 （単位） × 期間 （単位） 2,009,178

Ⅰ．人件費 1,496,000
協議会メンバー 660,000 

講座管理・運営 20,000 円 × 3 日 × 11 回 660,000 

円 × × 0 

メンター 176,000 

講座実施メンターの謝金 4,000 円 × 4 人 × 11 回 176,000 

円 × × 0 

サポーター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

その他 660,000 

メンター育成講師の謝金（フォロー） 30,000 円 × 2 人 × 11 日 660,000 

円 × × 0 

Ⅱ．物件費 513,178

端末・機器・教材等 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

会場借料 150,000 

会場費（コミュニティデザインラボ） 20,000 円 × 5 回 × 100,000 

会場費（みんなの食場） 10,000 円 × 5 回 × 50,000 

通信費 52,800 

機材輸送費 2,400 円 × 2 回 × 11 日 52,800 

× 0 

旅費 300,878 

講座実施メンターの交通費 252,388 円 × 1 × 252,388 

講座実施育成講師の交通費 48,490 円 × 1 × 48,490 

消耗品費 0 

用紙・印刷代 8,000 円 × 11 回 × 0 

円 × × 0 

その他 9,500 

保険料 50 円 × 190 人 × 9,500 

円 × × 0 

11,821,408

詳細

地域ICTクラブ　平成30年度　運営コスト実績

A.イニシャルコスト

総計（A+B）

カリキュラム作成・メンター育成・ICTクラブ立上げ・教材調達や管理

メンター育成研修の受講・講座当日のメンター実施

講座当日のフォロー

継続： 2か所

単発： 1か所
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4.1.2 活動を通じて得られたノウハウ 
今回の活動で一番のコストは立ち上げのイニシャルコストであった。特にカリキュラム開発と機材購入であった。カリキュラム
開発に関しては次年度以降更新のための工数はかかるがパッケージ化し横展開できる点で費用を抑えることができる。
機材の購入費用について、今年度 ICT クラブの活動日をずらして機器を使いまわした。今後 ICT クラブ実施場所を増
設し開催日が重なることを鑑みると、プログラミング機材については順番で使いまわしが可能だが、パソコンやタブレットの
新規購入が必要となる。 
メンター育成講師、事務局日、メンター謝金、交通費、会場費用に関してはランニングフィーとして必ずかかる部分であ
り、ボランティアや持ち出しにすることで無理が生じると継続不可能になる。 
今回南足柄市教育委員会に公民館を借りていただいたことで節約ができた。 
メンター、受講生の募集に関して、神奈川県教育委員会からの各校へのご連絡、各構成員の活動、SNS の活用等で
広告費が不要であった。今後は地域フリーペーパーや地元の広報誌に取り上げてもらう。 
 
 
4.1.3 次年度の支出予定 
今年度作成した運営マニュアルや講座マニュアルといったイニシャルコストを多展開時にパッケージとして広げることで、人
件費比率を下げることができ、会場数増に合わせたプログラミング機材増の費用捻出が大きな費用となる。 
2~3 ヶ所の運営では、共有化ができたものも、次年度は 10 ヶ所以上を検討していることで共有化が難しい機材につい
ての購入が必要となる。 
その中で工夫する点は以下の点である。 
① 土日開催クラブと平日開催クラブのバランスをとることで機材の共有化を効率化する 
② 既存施設でのクラブ運営について、基本機材を既存施設で購入することを検討していただく 
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＜前提＞

・クラブ設置数（うち、新規クラブ設置数）： 8 箇所、うち新規クラブ 6 箇所

・講座開催総数： 50 回

・講座種別（単発/継続）： 単発と継続

・各構成員の主な役割

　　協議会メンバー：

　　メンター：

　　サポーター：

（税込）

（単位：円）

項目 費用

A-2.新規地域ICTクラブ立上コスト 単価 （単位） × 数量 （単位） × 期間 （単位） 6,456,000

Ⅰ．人件費 2,760,000
協議会メンバー 1,000,000 

クラブ構成員形成 40,000 円 × 2 人 × 5 日 400,000 

メンター育成研修の管理・運営 20,000 円 × 2 人 × 11 日 440,000 

スキルバッチ認定料 40,000 円 × 2 人 × 2 日 160,000 

メンター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

サポーター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

その他 1,760,000 

メンター育成講師の謝金 30,000 円 × 4 人 × 11 日 1,320,000 

会場準備・運営・教材準備 20,000 円 × 2 人 × 11 日 440,000 

Ⅱ．物件費 3,696,000

端末・機器・教材等 3,000,000 

クラブが増えるため追加 3,000,000 円 × 1 式 × 3,000,000 

円 × × 0 

旅費 440,000 

メンター育成講師交通費 2,000 円 × 4 人 × 11 日 88,000 

メンター育成研修メンター交通費 2,000 円 × 16 人 × 11 日 352,000 

消耗品費 256,000 

用紙・印刷代 8,000 円 × 22 回 × 176,000 

スキルバッチ認定証・バッチ代 1,000 円 × 80 人 × 80,000 

その他 0 

円 × 人 × 0 

円 × × 0 

B.ランニングコスト 単価 （単位） × 数量 （単位） × 期間 （単位） 6,855,000

Ⅰ．人件費 5,300,000
協議会メンバー 3,000,000 

講座管理・運営 20,000 円 × 3 人 × 50 日 3,000,000 

円 × × 0 

メンター 800,000 

講座実施メンターの謝金 4,000 円 × 4 人 × 50 日 800,000 

円 × × 0 

サポーター 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

その他 1,500,000 

メンター育成講師の謝金（フォロー） 30,000 円 × 1 人 × 50 日 1,500,000 

円 × × 0 

Ⅱ．物件費 1,555,000

端末・機器・教材等 0 

円 × × 0 

円 × × 0 

会場借料 500,000 

会場費（民間） 20,000 円 × 5 回 × 4 箇所 400,000 

会場費（公共） 10,000 円 × 5 回 × 2 箇所 100,000 

会場費（学童保育・デイサービス他） 0 円 × 5 回 × 4 箇所 0 

通信費 240,000 

機材輸送費 2,400 円 × 2 個 × 50 日 240,000 

円 × × 0 

旅費 500,000 

講座実施メンターの交通費 2,000 円 × 4 人 × 50 日 400,000 

講座実施育成講師の交通費 2,000 円 × 1 人 × 50 日 100,000 

消耗品費 200,000 

用紙・印刷代 20,000 円 × 10 回 × 200,000 

円 × × 0 

その他 115,000 

保険料 50 円 × 10 人 × 50 日 25,000 

スキルバッチアプリ利用料 500 円 × 180 人 × 90,000 

13,311,000総計（A+B）

地域ICTクラブ　平成31年度　運営コスト予定

カリキュラム作成・メンター育成・ICTクラブ立上げ
教材調達や管理・ホームページ運用・広報活動
クラブ間のコミュニティ運営

メンター育成研修の受講・新メンターの育成・講座当日のメ
ンター実施・カリキュラムバージョンアップや制作

講座当日のフォロー、集客や会場の準備

詳細
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4.2 自立的な継続活動を実現するポイントと、次年度以降の運営方針 
自律的な継続活動として全体をまとめたものが下図であるが、中心には運営費の捻出がある。 
以下の 4 つの構想を各地域クラブにあった方式で検討してゆく。 
① 受益者負担 
② 地域企業に IT 人材育成募金 
③ 地域貢献で対価を得るモデル 
④ 地域にあったモデル構築 
 
①の受益者負担では現在実施している塾等のすみわけが必要である。また学校との連携を推進する上でも、コスト負
担が低いことが望まれるため、受講者数がある程度確保でき、1 回の開催で多生徒に実施できるモデルが該当する。 
②の地域企業に IT 人材育成の募金を募るのは、企業の CSR 活動や地元企業の人材不足を解消するためのモデル
として、スポンサードを募るモデルである。IT 人材が必要としている地域や若者が流出しやすい地域に実践する。 
③地域貢献で対価をモデルとは、ICT クラブとして、地域の課題解決型プログラムの実施や個別家庭での困りごとを労
働で運営対価を得るモデルである。②のスポンサードに近い形ではあるが、一般の方も応援できる仕組みである。 
④地域にあったモデル構築とは、地域の ICT クラブ設立の際に、学校、自治会や郵便局、地元企業、児童館やロータ
リークラブなどと一緒に個別モデルを作ってゆく形である。より参画意識や継続意識を持つことが可能となる。 
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表 5.  自立的な継続活動を実現するポイントと、次年度以降の運営方針 
項目 自立的な活動継続を実現するポイント 次年度以降運営方針 

 

組
織
化
支
援 

 

 ✔構成員の確保 

  

 学校との結びつき 

 場とコミュニティを持っている組織と連携 

 県及び各市教育委員会と連携する 

 児童館や教員養成大学などの場とコミュ

ニティを持っている組織と連携する 

 ✔各構成員への役割設定 

   

 いかに各々が自立運営できるよう組織化

するか 

 各地域 ICT クラブの組織をサポーターの

位置づけにして協議会から運営パッケージ

を提供し、ハードルを下げる。 

 今年度のメンターをメンター育成講師とし

て活躍していただく。 

 ✔クラブ設置数・地域  既存組織であることが望ましい  10 か所程度を設置見込み。地域は都

市部と郊外を対比できるように選定する 
活
動
計
画
・
講
座
内
容
計
画 

 ✔講座設計 

  

 全クラブ同パッケージで運営 

 個別対応必要な部分をノウハウとする 

 既存メンターを活用できるエリアで場所とし

て希望をいただているところは４月からでも

活動を進める。それ以外は IT クラブの立

ち上げ、受講生の募集も鑑み、7 月ごろ

から実施。 

 参加者は各クラブ 10 名~20 名程度 

 児童クラブは放課後、それ以外は土日 

 児童クラブのメンターは 2 名、それ以外は

4 名 

 回数は年間各クラブ 5 回程度 

リ
ソ
ー
ス
確
保
・
育
成 

 ✔実施環境の整備 

  

 クラブ数増に対して機材費をどう抑えるか 

 通信費用より安定した通信が必要 

 会場費用を抑える 

 端末は 2 か所同時開催を鑑み PC、タブ

レットを 5 台ずつ増設。教材も２～３セッ

ト増設。 

 通信はできるだけ既設の Wifi を使用だが

モバイルルータも 3 台程度で運営できるよ

う会場と日時を設定 

 会場は放課後児童クラブや児童館、郵

便局、教員養成大学、こども食堂、地域

広報社などを検討 

 ✔メンターの確保・育成 

  

 高校生メンターを中心に増員 

 既存メンターにもっと活躍の場を 

 本年度集めた 20 名以上がまんべんなく

活躍できるよう分配してから新規採用の

枠を検討する。高校生メンターを 10 名

程度、社会人メンターを 10 名程度追加

したい。 
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マ
ネ
タ
イ
ズ 

 ✔クラブ運営費用 

  

 様々なパターンで地域にあったやり方を数

種類用意検討する。 

 受益者負担、 

 地域企業に IT 人材育成募金 

 地域 ICT クラブとして地域の簡単な手伝

いを受け入れることで対価を得るモデル 

 パソコン、タブレットの中古機材の受入れ 

 機材を持っている企業と連携 
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かながわ ICT クラブのホームページ 
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